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本研究は、近年、質的研究の分析方法として多く用いられる修正版グラウンディド・セオリー・アプローチの特徴

を整理するとともに、この分析手法を用いて、高齢者ボランティアが、小学生と交流活動をすることを通してどのよ

うに活動の意義を見出し、また生きがいを得ているのかについて、時間的経過に着目して明らかにするものである。

分析の結果、小学校と地域の協働活動の1つである放課後子ども教室が、高齢者ボランティアにとって「エネルギー

の源」を得る場となっていること、また、参加の継続に至る過程において子どもとのふれあいを通した「通じ合う心」

「子どもから得る刺激」「地域の一員としての子ども」の認知」が重要であることが示された。子どもと関わる活動に

おいては、こうした意識を高齢者ボランティアが得やすいコーディネーションやプログラムづくりを行う必要がある

ことが示された。 

キキーーワワーードド：：修正版グランデッド・セオリー・アプローチ、世代間交流、高齢者ボランティア、生きがい 

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

本研究は、近年、質的研究において多く用いられる分析手法の修正版グラウンディド・セオリー・

アプローチ（Modified grounded Theory Approach 以下、M-GTAとする。）の特徴を整理すると

ともに、この分析手法を用いて、高齢者ボランティアが、小学生と交流活動をすることを通してど

のように活動の意義を見出し、また生きがいを得ているのかを明らかにすることを目的とする。世

代間交流が高齢者に対しプラスの影響をもたらすことは、先行研究でも明らかにされているが、ど

のような経緯を経て高齢者ボランティアにプラスの影響を与えるのかについては十分に示されてい

ない。こうした点について、M-GTAが得意とする人の意識の時間的経過に関して分析することで、

新たな知見を導き出すものである。分析では、高齢者ボランティアが放課後子ども教室での子ども

との交流活動を通し、その意義を見出すまでのプロセスを、活動の「参加」と「継続」の観点に着

目している。 
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ⅡⅡ．．修修正正版版ググララウウンンデディィドド・・セセオオリリーー・・アアププロローーチチのの特特徴徴  

本章では、グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、GTAと示す）、M-GTA、KJ法につ

いて特徴を把握する。GTAを用いた研究は、質的研究の状況を調査した戈木（2014）によれば、対

象が保健医療系雑誌に限定されるが、1990〜2010年の間で増え続けており、2010年には、それま

で一番多かった KJ 法を用いた研究を、GTA を用いた研究が逆転している。GTA を用いた研究が

注目されていることがわかる。なお、20年間で最も多く発表されている論文はKJ法を用いた研究

である（別表1参照）。 

 

11．．GGTTAA  

GTAは 1960 年代頃から検討されてきた質的分析法 で、一般的に、書籍としてグレーザーとス

トラウスが1967 年に出版した『The Discovery of Grounded Theory』1を原点に置くことが多い。 

GTAは、データに密着した分析から独自の理論生成を可能とする質的研究法として 1960年代に提

案された。看護・保健、ソーシャルワーク、介護、教育、リハビリテーション、臨床心理などヒュ

ーマンサービス領域を中心に広がったものである。また、適している研究として、木下（2007a）

は、「研究対象としている現象がプロセス的な特性をもっている場合です。（中略）人間と人間が一

定の社会的状況下、条件下でやりとりをするヒューマンサービスにおいては、健康問題であれ、生

活援助の場合であれ、教育であれ、サービスを提供する側とそのサービスを受ける側という相互的

関係が、何らかの形で始まって展開していって、所定の目的が達成されていったり、いなかったり

というように現象そのものはプロセス的な性格をもっています。」 と解説している。こうしたプロ

セスに着目する観点はGTAだけでなく、M-GTAのもつ重要な特徴でもある。 

また、GTA、M-GTA、KJ 法の分析手法の比較を行った木野（2020）は、GTA の特徴を次のよ

うに整理している。「GTA は、文脈から、個別の部分を切り離し、個別の部分としての客観性を高

め、科学的な方法で解釈していくことを目指しているように思われる。そのための一つの方法とし

て、切片化と呼ばれる行為を行う。そして、切片化された部分の一つ一つを解釈しながら再構成し

ていく。」この切片化はGTAを特徴づける極めて重要な作業である。  

 

22．．MM--GGTTAA  

M-GTA は木下によって提唱された方法である2。 M-GTA の特徴は、分析方法から確認すると

GTA との違いを理解しやすい。他の GTA と異なり、M-GTA のみがもつ分析の特徴として「デー

タを切片化しない。」という点がある。データを切片化しないことに関して木下（2007a）はその意

味を次のように説明している。「（他の GTA に見られる）データからコードをつくり、次にコード

から概念をつくっていくコーディング方式では分析者は分析作業を外化して手順重視で進めるのに
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対して、修正版は grounded on dataの 原則をぎりぎりまで維持しながら分析者自身における解釈

作業を重視する。そして、データから直接概念を生成するので中間に構成要素の段階をおかない。

その方が説明力に優れた概念を生成でき、また、そうした概念関係によって説得力のあるグラウン

デッド・セオリーを提示できると考えるからである。」こうした点を特徴づけるキーワードとして

「研究する人間」という表現を用いて強調している。また、こうした研究する人間を重視した分析

を可能にするのが「分析ワークシート」を用いた概念生成であり、概念ごとに一枚のワークシート

を作成する（別表5参照）。分析ワークシートを用いて概念を生成する方法は、他のGTAにはない

オリジナルな部分である。 

 

33．．KKJJ法法  

KJ 法は、川喜田二郎によって提唱された方法3である。 川喜田（1967）は、発想法（KJ 法）

は、「野外で観察した複雑多様なデータを、データそれ自体に語らしめつつ、いかにして啓発的にま

とめたらよいかという課題から始まっている。」と述べている。KJ 法の手順は、ラベルづくり→グ

ループ編成→図解化→叙述化の手順となる。GTA と KJ 法は言語データを細分化し、グループ分

けをして図解化を行うという点は共通している。KJ 法はもともと著書のタイトルにあるように発

想法として使用することを前提にしている。発想法と質的研究法は同義ではない。田中（2010）が

整理しているように、研究法として用いる場合は、 データ収集段階、分析段階、結果の提示段階に

おいて、情報を開示することが重要となる（別表4参照）。 

3つの調査法に以上の特徴があることがわかった（別表2参照）。本研究においては、明らかにし

ようとする内容が意識変容、つまりプロセスの変化に着目している点。分析者の問題意識に基づい

たデータのコンテキストの理解を重視し、かつ研究成果を学童における高齢者の活動継続のコーデ

ィネーションに生かすといった、比較的狭い範囲の理論生成を目的としていることからM-GTA を

分析方法として採用している。 

ⅢⅢ．．本本研研究究のの背背景景とと目目的的  

高齢化が急速に進む日本では、退職後の高齢者による社会参加・地域貢献が期待されている。高

齢者の社会参加は、生きがいや幸福な老いにつながるとされており、多くの高齢者が社会的活動や

地域活動に参加したいとの希望も持っている。内閣府（2018）の高齢社会対策大綱においても、今

後は「高齢者を支える」発想とともに意欲ある高齢者の能力発揮を可能にする社会環境を整えるこ

とが必要であるとしており、高齢者の活躍の場が注目されている。 

その高齢者の社会参加の1つとして、本研究では世代間交流に注目する。子どもと高齢者の世代

間交流は、相互理解や世代継承性、生きがいの向上、地域共生意識の向上などの効果をもたらすと

287287研究ノート



され（糸井2012）、高齢者自身の主観的健康感にも良い影響を与えている（藤原2006）ことが分か

っている。しかし近年、核家族化や地域社会の変化に伴い、世代間交流の機会が減少している。家

族間での世代間交流を図ることが難しくなったことで、その交流の場が「地域」に委ねられている

状況だ。 

地域の高齢者と子どもが、日常的に世代間交流を行える場の1つとして、文部科学省が推進する

「地域学校協働活動」がある。地域学校協働活動とは、「地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、

NPO、民間企業、団体・ 機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや

成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナー

として連携・協働して行う様々な活動」である。2015年の中央教育審議会答申において提言され、

全国的に推進されるようになったものである。高齢社会対策大綱（内閣府2018）でも、高齢社会に

おいて求められる「高齢者の心の豊かさや生きがいの充足の機会」の1つとして地域学校協働活動

での世代間交流が挙げられている。そこで本研究では、日常的に小学生との交流活動を行っている

放課後子ども教室の高齢者ボランティアが、小学生と交流活動をすることを通してどのように活動

の意義を見出し、また生きがいを得ているのかを明らかにすることを目的とする。世代間交流が高

齢者に対しプラスの影響をもたらすことは先行研究でも明らかにされているが、それがどのような

経緯を経て高齢者に対し影響を与えているのかについての研究は見当たらない。本研究においては、

分析の主題を高齢者ボランティアが放課後子ども教室での子どもとの交流活動を通し、その意義を

見出すまでのプロセスとし、活動の「参加」と「継続」の観点に着目し、M-GTAを用いて分析を行

う。 

ⅣⅣ．．  先先行行研研究究 

核家族化や地域社会の変化により近年減少している「世代間交流」は、交流の主体者である高齢

者と子どもの双方に効果があり、相互理解や生きがいの向上、主観的健康感、人間関係の広がり、

地域共生意識などにつながると明らかにされている（糸井 2012、藤原 2006・2007）。本研究はこ

うした高齢者と子どもの交流が、参加する個人、地域づくりに効果をもたらすという前提に立って

いる。そして、これを促進するためには、特に高齢者が参加し、継続して活動していくためにどの

ような点が重要となるのかを理解することが必要となる。こうした点に着目し、世代間交流活動を

通した高齢者の意識変容を明らかにしたものに田渕（2008）の研究がある。田淵は、地域の祖父母

世代の子育て支援に関わる動機として、子育てに限らず何らかの活動をしたくて支援を開始したと

いう「一般的活動動機」と子育て支援を行いたいという「子育て支援特殊動機」を示した。そして、

子育て支援の継続動機には「自己へのメリット」「人間関係の充実感」「活動自体の良さ」といった、

自己への直接的・間接的メリットが動機となっているものと、「他者への貢献」といった利他的動機
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を抽出している。このことは、活動を開始した当初から、継続し、現在に至る活動動機の意識変容

を表しているともいえる。本研究は、田渕の「活動開始」と「その後」の意識変容に着目した調査

項目や分析視点を参考にし、放課後子ども教室という日常的な場への継続した活動者を対象として、

参加と継続の動機を詳細に把握し、新たな知見を導き出そうとするものである。また、活動開始と

その後の意識変容については、速水（1995）が、ボランティア参加動機研究の中で、開始動機と継

続動機を区別し、活動開始初期の外発的動機付けから次第に内発的動機付けに移行することを報告

しており、「参加」と「継続」に分けて分析することの重要性を示している。 

ⅤⅤ．．調調査査のの概概要要  

11．．調調査査対対象象地地とと調調査査対対象象者者  

本研究の対象者は、次の2点を満たすものとした。a：60歳以上、b：活動に月1回以上参加し現

在まで継続している。また、60歳以下の1名（表1中のX）にもボランティアとして同様に活動し

ているためインタビューを行なっているが分析には用いていない。 

調査協力者は 2 つの学校の放課後子ども教室に参加するボランティアである（表 1）。調査地は、

宇都宮市の西方に広がる古い市街地にあり、両校ともに歴史は明治時代まで遡る伝統校である。こ

の2校の放課後子ども教室を調査対象として選んだ理由は、次の通りである。週2回程度実施して

おり、定期的かつ継続的に高齢者が活動に参加している。プログラムが、高齢者と児童が自由にコ

ミュニケーションをとれる内容となっている。 

 

22．．調調査査方方法法  

各放課後子ども教室のコーディネーターに調整してもらい、活動の開始前や活動中の空き時間を

利用して、別室等でインタビューを実施した。調査期間は2020年9月23日～2020年10月22日

である。インタビューは調査の目的や倫理に関する説明を含め、半構造化インタビュー方式により

各人30分程度を実施した4。了解を得て ICレコーダーで録音し、その後テキスト化を行った。 

 

289289研究ノート



33．．倫倫理理的的配配慮慮  

倫理的配慮として、調査対象者に調査の趣旨と目的、回答は自由意思であり、拒否しても不利益

と被らないこと、調査結果を公表する際には個人が特定できないようにすることを、文書を用いて

口頭で説明し、調査協力の同意書を得て行った。また、一般社団法人社会調査協会の「社会調査協

会倫理規定」に従い、個人のプライバジーについては十分に配慮し、データの入力、保管を行った。 

 

44．．イインンタタビビュューーガガイイドド  

特に地域の高齢者が活動に参加するようになってから現在の活動継続に至るまでの気持ちの変化

や子どもたちに対する思いに注目しながら「高齢者ボランティアが小学生との交流の意義を見出す

プロセス」を明らかにすることを目的として以下のような質問項目を設定した。 

① 活動に参加するようになった経緯、きっかけ ②参加しようと思った理由、なぜ断ら

なかったのかについて ③子どもたちとの普段の関わり ④関わりの中で大切にしてい

ること ⑤自分自身の変化 ⑥継続の理由、今後について 

なお、坂野ら（2004）の研究により、ボランティアの性や活動年数とボランティア活動への参加

動機のあいだには有意な関連性がないことが明らかにされている。したがって、今回の分析におい

ても、対象者の性別や活動年数は特に考慮せず分析焦点者を最終的に13名選出した。 

ⅥⅥ．．分分析析結結果果  

M-GTAの分析の結果、26の概念からなる8つのカテゴリーとカテゴリーに属さない1つの単独

概念が生成された。これらの概念とカテゴリーを比較検討し、次のページの結果図（図 1）とスト

ーリーラインを生成した。ここからは、結果図で示された内容について記述する。最初に全体のス

トーリーラインを示し、さらにデータ該当場所（バリエーション）の一部抜粋を提示しながら概念

を説明する。表記には、概念を『』、カテゴリーを【】で表した。また、データ該当箇所（バリエー

ション）の一部を「下線・ゴシック体部分」内に、インタビュー協力者 IDを〈〉内に示した。 
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図1 結果図 

  

11．．全全体体ののスストトーーリリーーラライインン    

放課後子ども教室の高齢者ボランティア（以下、ボランティア）は、自発的に「放課後子ども教

室」の活動を知り、参加したいと申し出るわけではなく、「地域の方からの依頼」や「仲間からの誘

い」といった【予期しない依頼】によって、この活動自体を知ることになる。体力面・コミュニケ

ーション面で「子どもと関わることへの不安」を抱えるも、仲間や地域の知り合いからの誘いとい

うこともあり、とりあえず一度参加してみようという気持ちになり「気軽な参加」に至る。さらに

「気軽な参加」への後押しとなっているのは、ボランティアが抱く【子どもに対する関心】である。

誘いを受けたことで、自分が抱いていた【子どもに対する関心】が引き出され、孫や子どもがお世

話になっている小学校だからという理由が参加への後押しとなり、特に気負いすることなく「気軽

な参加」へとつながっている。 

活動に参加し始め小学生と交流するようになると、ボランティアらは交流活動を通し 2つの場面

に遭遇していく。1 つ目は子どもと【通じ合う心】を実感する場面である。子どもたちから「声を

かけられる嬉しさ」を感じたり、自分の働きかけが子どもの成長につながった経験をしたりするこ

とが、自らの活力や自信になり【エネルギーの源】となる。また、2 つ目は、様々な個性や自分た

ちにはできない自由な発想を持つ子どもたちの姿に感心する場面である。【子どもから得る刺激】に

驚きやパワーをもらい、ボランティア自身の【エネルギーの源】にもなっていると考えられる。 

そしてボランティアらはこの【子どもから得る刺激】を受け、【「地域の一員としての子ども」の
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認知】をする。十人十色の子どもたちの姿を目の当たりにし、自分の地域には様々な子どもたちが

住んでいることを理解する。そして「自身の子育て時代の反省」を活かす場としての認識を持つよ

うにもなってくると考えられる。 

つまり、交流活動を繰り返す中で、子どもたちの存在がボランティア自身の【エネルギーの源】

となり、「地域の一員としての子ども」として、子どもたちを認識するようになっていく。これによ

り、そのような自分にとっても地域にとっても大事な存在である地域の小学生と交流できる放課後

子ども教室の活動が貴重であるという意識につながり、これらの機会が定期的にやってくることに

対して、楽しみな気持ちを抱くようになっている。さらに活動を積極的に楽しもうとする気持ちが

芽生え、小学生と交流できる時間がボランティアらにとって【有意義な時間】となっていく。こう

した【有意義な時間】を定期的に過ごすことが、自分の体力的な心配を考慮しつつも、できる限り

活動を続けていきたいという今後の【継続意思】につながっている。 

 

22．．各各カカテテゴゴリリーーのの説説明明  

以下、それぞれのカテゴリーと概念について詳述する。なお、紙面の都合上、説明する概念は、

参加から継続にいたる意識変容におけるコア・カテゴリー【エネルギーの源】の概念のみ紹介する。

また、概念生成で用いた分析ワークシートについての例を別表5に、概念と定義の生成過程がわか

るシートを別表6に示した。 

 

22−−11．．誘誘いいかからら参参加加ままでで  

（（11））【【予予期期ししなないい依依頼頼】】ののスストトーーリリーーラライインン  

今回、インタビュー調査を実施した放課後子ども教室のボランティアらは、自分から活動を申し

出たのではなく、地域の方や友人・仲間など他者からの誘いを受けたことで、放課後子ども教室の

活動を知り、参加することを決めている。そのため、予想もしていなかった年の離れた子どもたち

との交流に不安を覚えるボランティアもいたが、よく知る仲間からの誘いであることや地域の方の

頼みであるということもあり、とりあえず参加してみようと活動参加につながっている。また、概

念として『地域の方からの依頼』『仲間からの誘い』『子どもと関わることへの不安』が生成されて

いる。 

（（22））【【子子どどももにに関関すするる関関心心】】ののスストトーーリリーーラライインン  

【予期しない依頼】を受けたボランティアが実際に活動に参加するようになるまでには、それぞ

れが抱く【子どもに対する関心】が関係し、参加への後押しとなっている。まず、ボランティアら

は、放課後子ども教室の活動に参加する以前にも何かしらで『子どもと触れあう経験』がある。そ

うした経験のなかで子どもと交流することは楽しいというイメージをもともと抱いている人が多い。
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また、自治会の役員など地域の重役を担っているボランティアは、その立場から子どもたちを通し

て地域の子育て世代を理解したいという思いを持っていた。こういった関心が、『子どもへの興味』

につながり、孫が現在小学校に在籍していることや日頃お世話になっている『小学校への恩返し』

をしたいという気持ちと相互に関係しながら、ボランティアとして活動に参加してみようという気

持ちになっている。また、概念として、『子育て世代へのアプローチ』『子どもと触れあう経験』『子

どもへの興味』『孫の存在』『小学校への恩返し』が生成されている。 

（（33））『『気気軽軽なな参参加加』』  

独立した概念として分類された。 

 

22－－22．．交交流流活活動動にに参参加加ししててかからら継継続続にに至至るるままでで  

（（11））【【通通じじ合合うう心心】】ののスストトーーリリーーラライインン  

放課後子ども教室の活動に参加し、子どもたちとの交流活動をスタートさせると、子どもたちが

ボランティアたちの顔や名前を覚え、挨拶をしてくれるようになる。子どもたちから『声をかけら

れる嬉しさ』は「活動に参加して良かった」と思えるほど、ボランティアにとって嬉しいものだ。

また、継続的な活動を通し、大人との『関わりが成長につながる実感』をしていくうちに、子ども

たちに対する愛着心が高まり、ボランティア自身の喜びや生きがいともなっている。また、概念と

して、『声をかけられる嬉しさ』『関わりが成長につながる実感』の2つが生成された。 

（（22））【【子子どどももかからら得得るる刺刺激激】】ののスストトーーリリーーラライインン  

放課後子ども教室の活動に参加すると、ボランティア達は年の離れた子どもたちから、今までに

はなかった新しい“刺激”を受ける。活気ある個性豊かな子どもたちと交流することを通して、そ

の多様さに驚きつつも、子どもの元気さにつられてボランティア自身も明るく楽しい気分になるよ

うだ。また、大人には考えつかないような自由で子どもらしい発想を持つ子どもたちに対し、感心

させられ、その個性を大切にしてあげたいという気持ちが芽生えている。ここでは概念として、『子

どもの活き活きとした姿』『子どもの多様性に対する驚き』『自由な発想への感心』『邪魔はしない』

『個性を大切に』の5つが生成された。 

（（33））【【エエネネルルギギーーのの源源】】ののスストトーーリリーーラライインン  

放課後子ども教室で子どもたちと交流することは、ボランティアの【エネルギーの源】になる。

子どもたちと【通じ合う心】を感じたり、今までにない【子どもたちから得る刺激】を受けること

で、ボランティア自身が元気になったり、活動的になったりなど、身体的にも精神的にも良い影響

を受けているようだ。また、ボランティアたちは、交流活動が自分の【エネルギーの源】になって

いることを自覚しており、満足感を感じている。ボランティアにとって、子どもの存在が、自分の

気持ちを高め維持するための大切な存在となっている。 
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生成された概念は以下の通りである。 

①①『『元元気気ををももららうう』』  

ボランティアは、活動を通し子どもたちから元気をもらっていることを実感している。 子ども

たちとこういうね活動は、お年寄りみたいな私らみたいな人は元気もらえるんで、元気になっちゃ

うんですよね。〈ボランティアB〉 やっぱり、来ると楽しいなって思います。だから、心がね、あ

の癒やされるし、あの精神面でね。〈ボランティア M〉 子どもたちと一緒に活動することを通し、

『子どもの活き活きとした姿』を見たり、子どもに声をかけられたりすることが、自然と元気につ

ながっているようだ。子どもと同じ時間を過ごすことは、ボランティアにとって心の癒しともなっ

ている。 （子どもと）関わると、自分の年を忘れて、いろいろやりそうになるというか。活動し

そうになるという部分はありますね。〈ボランティアJ〉 このボランティアは、元気な子どもたち

の存在に影響され、自然と自分も活動的になれたというエピソードを語ってくれた。 

②②『『背背筋筋ががピピンンととすするる』』  

子どもたちとの交流は、ボランティアたちの気持ちを引き締め、やる気をみなぎらせる。 

子どもたちを見ながら、「じゃあやってみるか」っていう、自分を奮い立たせている部分もあった

りして。〈ボランティアJ〉子どもたちの元気な声を聞いたり一生懸命やっている姿を見たりするこ

とで、ボランティア自身が励まされ「私も頑張らないと」という気持ちになっている。なんか変な

意気込みで、なんかピンとしちゃうんですよね。反動に負けて、こう負けるもんかって。なんかこ

うちょっと、突っ張りかもしれないですけど。あの、なんか本当に元気を逆にもらって帰れます。

〈ボランティア B〉 このボランティアは、活力溢れた子どもたちと接することで、自然と自分の

気持ちが引き締められ、張り合いを持つことができている。 

③③『『健健康康維維持持』』  

活動に行くこと自体が、自分の健康維持につながっているという実感がある。自分の「ああ今日

は行こう」っていう心構えとやっぱりシャキッとする。自分自身が。〈ボランティアD〉 この概念

名にある“健康”とは主に精神的なもので、「活動に行く」という行為が、ボランティアたちの活力

や自分を奮い立たせるものになっていると考えられる。だってね家に居ても、おじいちゃんと2人

じゃね、何にもすることないから。テレビ観てるだけだから。活性化しないんです。〈ボランティア

L〉 このボランティアは、家に籠もる生活に退屈さも感じており、自身を活性化するために、【子

どもたちから得る刺激】を求めて、活動に参加しているようだ。 

④④『『自自身身のの可可能能性性のの発発見見』』  

ボランティアたちは、子どもと一緒に活動するなかで、今まで気がつかなかった自分の可能性に

気づき、自信を持つことができている。張り切ってやればできなくはないんだってね。そういうこ

とがあるんで、やっぱここは楽しいですよね。〈ボランティアM〉 このボランティアは、走る活動
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を子どもたちと一緒に行ったときに、自分が思っていたよりも走れたことに感激し、「まだまだ自分

もできる」という自信がついた。子どもと一緒に活動していると、普段の生活では行わないことを

やってみようと思えるような活力が湧き出てくるようだ。そういった自信が、活動が「楽しい」と

いう気持ちにもつながっている。まーだ私もいくらか教えてあげられるかなって。楽しく。〈ボラン

ティア H〉 また、このボランティアは、子どもたちに勉強を教え、子どもたちが理解してくれた

時に自分の可能性を感じたという。自分もまだまだ役に立つという気持ちが、自信につながってい

るといえよう。 
（（44））【【「「地地域域のの一一員員ととししててのの子子どどもも」」のの認認知知】】ののスストトーーリリーーラライインン  

ボランティアらは、放課後子ども教室の活動においての【子どもから得る刺激】を受けることに

よって、活動を始める前よりも地域の子どもたちの特徴を理解し、その多様性を受け入れられるよ

うになった。さらに、子どもと接するなかで、子どもたちを取り巻く課題や環境について気にかけ、

また自分の子育て経験と照らし合わせて子どもを見るようになった。放課後子ども教室で出会う子

どもたちに対し、「地域の一員」としてより親しみ深い思いを抱くように変化している。ここで生成

された概念は、『課題の把握』『子育て時代の反省』の2つであった。 

 

22－－33．．継継続続とと今今後後  

（（11））【【有有意意義義なな時時間間】】ののスストトーーリリーーラライインン  

活動を継続しているボランティアたちにとって、この放課後子ども教室の活動は【有意義な時間】

となっている。放課後子ども教室での活動を通して、子どもたちと交流することが、ボランティア

にとって『エネルギーの源』となっていることと、子どもたちを“地域の一員”として認識するよ

うになったことが、放課後子ども教室に対するボランティア自身の『貴重な交流機会という意識』

につながっていったのだと考える。『貴重な交流機会という意識』を持っているからこそ、活動に

『積極的に楽しむ』姿勢や、活動を『生活の楽しみの1つ』とし、他の活動よりも優先して参加し

たいという気持ちにつながる。普段の生活であまり関わりのない「地域の子ども」と実際に接して

みたことで、自分自身への何らかのメリットを感じ、子どもと交流できる時間を大切にしようとし

ているようである。ここでは概念として、『貴重な交流機会という意識』『積極的に楽しむ』『生活の

楽しみの1つ』『活動優先』が生成されている。 

（（22））【【継継続続意意思思】】ののスストトーーリリーーラライインン  

インタビューで、今後の活動の継続意思を聞いたところ、ボランティア全員が継続していきたい

という旨を話してくれた。『体が持つ限りは』と、自分の体力的な心配と周りに迷惑をかけないかと

いう心配はあるものの、それ以外はなく、放課後子ども教室の活動に対して負担感や不満は感じて

いないようであった。これは、ボランティア自身がこの放課後子ども教室の活動を、自分にとって
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【有意義な時間】として捉えていることが理由としてあるだろう。【有意義な時間】であり大切にし

ているからこそ、これからも続けていきたいという【継続意思】につながっている。ここでは概念

として、『体が持つ限り』が生成されている。 

ⅦⅦ．．ままととめめとと考考察察  

本研究では、放課後子ども教室が高齢者の社会参加、世代間交流の場となっていることを踏まえ、

放課後子ども教室で小学生と日常的に交流活動を行っている高齢者ボランティアを対象に、高齢者

ボランティアが「小学生と交流する意義」を見出すまでのプロセスに注目した。 

分析の結果、全体のストーリーラインで示したとおり、【子どもたちへの興味】が後押しとなり『気

軽な参加』を決めたボランティアが、子どもたちと心が通じあう経験をしたり、活き活きと活動す

る個性豊かな子どもたちの姿をみたりするなかで、子どもたちを地域の一員として認知し、また子

どもたちとの交流をと通して、自分自身の【エネルギーの源】を得ていることが明らかとなった。

そして、これらが、「放課後子ども教室」の場を「貴重な交流機会」とする高齢者ボランティア自身

の意識につながり、ボランティアにとって、子どもと交流できる放課後子ども教室が有意義な時間

であるという認識につながっているということが分かった。 

そして、田淵（2008）らを始め先行研究で十分に明らかにされていない、子どもたちとの交流の

どのような過程を通して高齢者の健康感・生きがいを高めるのかについては、次のようなことが推

察された。【エネルギーの源】につながっていくカテゴリーとして【通じ合う心】【子どもから得る

刺激】【「地域の一員としての子ども」の認知】があった。これらのカテゴリーは、【エネルギーの源】

につながっていることから、子どもとの世代間交流が高齢者にとっての【エネルギーの源】へ至る

際に影響を与えていると考えられる。つまり、ボランティアの継続に至る過程において、子どもと

のふれあいを通して、【通じ合う心】【子どもから得る刺激】【「地域の一員としての子ども」の認知】

が重要であり、これらの意識を得やすいようなプログラムづくりやボランティアコーディネーショ

ンを行っていく必要がある。 

ⅧⅧ．．おおわわりりにに  

今回の調査では、身近な地域社会において世代間交流が重要であるとの認識のもと、そうした場

に参加する高齢者の意識を深く観察し、分析することで、高齢者が参加し、継続する際に重要とな

る要素とその構造を把握することができた。今後は、本研究で明らかにした点を実践で応用できる

プログラムの開発と検証が必要である。このことで社会参加や世代間交流の場を持続可能なものと

し、動員による参加やイベント的な参加に留まらない主体的に参加する高齢者が増えていくことを

期待できる。 
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表中のグレーの網掛け箇所は、バリエーション数が少なく、概念の統合や廃止を検討したものである。作業過程に

おいて39の概念を生成し、10の概念を廃止、3つの概念を統合した修正概念（NO4）を1つ生成しなおした。 
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1  1967 年に出版された『The Discovery of Grounded Theory: Strategies for Qualitative 

Researchde』Glaser,B & Strauss,A （1967）で初めて紹介されている。その約 10 年後の 1978 

年に、グレーザーが、1967年版において不明瞭だった部分を補う形でGlaser,B（1978）を出版

する。そして、1967 年版から20 年後の1987 年にストラウスが改良した（Strauss,A  1987） 

を出版している。さらにストラウスは1990年にコービンとともに共著Strauss,A & Corbin ,J 

（1990）を出版し、1992年に今度はグレーザーがGlaser,B （1992）を出版している。GTAは、

1967 年のオリジナル版、1990 年のストラウス&コービン版、1992 年のクレイザー版、そして

木下のM-GTAを合わせ現在４つのタイプに分かれており、分析方法が異なっていることに注意

が必要である。本稿のGTAで紹介しているのでは、戈木（2014）が紹介しているストラウス&

コービン版である。  
2  開発した木下は、木下（2007b）M-GTA は、1967年のオリジナル版の検討から、その可能性を

実践しやすいように改良された質的研究法で、『グラウンデッド・セオリー・アプローチの実践

ー質的研究への誘い』（木下、2003）において 初めてまとまった形で提示されたと述べている。  
3  KJ法は、GTAと同じ1967年に書籍『発想法』を発行している。文化人類学者である川喜田二

郎が、ネパール探検などで入手した膨大な研究データをどう整理して分析するかに頭を悩ませ開

発したものである。この手法が一般的な課題解決や企業の経営戦略にも活かせると気づき、体系

化した結果、KJ 法が誕生したという経緯がある。このため質的研究法ではなくあくまで発想法

である点に注意が必要であり、質的研究法として用いる場合には、本稿別表４で整理した点を丁

寧に行わなければならない。 
4  M-GTA によるインタビューでは、木下（2007b）によれば、通常、主要な質問項目を準備して

それらについて相手がだいたい 1〜2 時間くらい自由に、自分のペースで話してくれれば大きな

問題はないとしている。今回のインタビュー調査の時間はやや短く１人から得られるデータ量と

しては少ないと考えられる。 
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